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清末中国知識人の近代日本認識
――「任侠」を中心に――











































































































































　   「馬関定約後、公来謁大吏、青梅雨翛翛、煮酒論時事。公言行篋中、携有『日本志』、此書早流布、直可省歳幣。
我已外史達、人實高閣置。」
12　 梁啓超「日本国志後序」、前掲『国家清史編纂委員会文献叢刊　黄遵憲全集』下、1565頁。原文は以下の通り。



































　   「今所撰録、皆詳今略古、詳近略遠。凡牽渉西法、尤加詳備、期適用也。」
17　 黄遵憲は『日本国志』の中で自らを「外史氏」と称する理由を以下のように述べている。前掲「日本国志叙」、
819頁。


































　   「徳川氏以詩書之澤、銷兵戈之気、而其末流禍患、乃以『春秋』尊王攘夷之説而亡、是何異逢蒙学射、反関
弓而射羿乎？」
22　 「学術志一」、前掲『国家清史編纂委員会文献叢刊　黄遵憲全集』下、1404頁。原文は以下の通り。
　   「逮外舶事起、始主攘夷、継主尊王以攘夷、始主尊王、皆假借『春秋』論旨、以成明治中興之功、斯亦崇漢
学之效也。」
23　 「『春秋大義』序」、前掲『国家清史編纂委員会文献叢刊　黄遵憲全集』上、264頁。原文は以下の通り。








































































































































































































































































































　   「曰不有行者無以図将来。不有死者無以酬聖主。今南海之生死未卜。程嬰杵臼月照西郷。吾与足下分任之。」
53　 井波律子『中国侠客列伝』（講談社、2011年、１頁）。
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しても中国固有なものと解釈しようとする思想的傾向があるがために、日本の幕末志士を中国の古
代に存在した「任侠」に当てはめたのである。それは、「義」、「至誠」を重視し、目標を達成する
ためには、犠牲となることも厭わなかった幕末志士の性格は、生と死を軽んじ、約束、恩情を重ん
じ、人を窮境から救い出すという「任侠」の性格と重なる所が多かったからである。また、日本と
西洋の学問の根源は中国古代の経典に発すると主張した黄遵憲と同じように、当時のアメリカ、フ
ランス、プロイセンら諸強国でも少数の「任侠」があるがために国が強くなったと清末の知識人た
ちは認識した。
　第三に、儒学を修め、国のために動く「任侠」が最も重視されること。中国歴史上、「侠者」が
出現したのは、諸国が分立した春秋時代以降である。司馬遷の著した「遊侠列伝」に、わずかな恨
みも必ず晴らし、身の危険をかえりみず人の窮境を救い、武行侠勇を誇る朱家・郭解らの遊侠が称
賛されている。清末になると、このような個人の恩恵や、恨みによって動く者たちより、自分の生
死を顧ず、国を守るために行動する「任侠」のほうが重視されている。また、儒学はもともと「任
侠」を主張したことも強調されている。秦以前の儒学者は「任侠」を崇拝したが、それ以後、「任侠」
は統治者に迫害されたためいなくなったとして、儒教を修める人は国の為に動く「任侠」に戻らな
ければならないと呼びかけた。
おわりに
　本稿は、日清戦争後、日本を手本として中国で維新変革を行おうとした康有為ら維新派が黄遵憲
の『日本国志』に描かれた幕末志士を中国の歴史上に存在した「任侠」として捉え、少数の「任侠」
による維新変革の実現という認識を持つに至った過程を検討した。あわせてこの「任侠」思想を維
新派がどのようにして広めていったかを考察した。
　清末中国人による日本研究の代表作と見なされてきた黄遵憲の『日本国志』の歴史的意義は、当
時の中国だけでなく、現在でも高く評価されている。しかし、同書における黄の幕末志士観が康有
為ら維新派にもたらした日本認識の歪みは無視できないと考えられる。黄遵憲が渡日したのは1877
年から1882年の間であり、その時の日本はまだ改革の途上にあった。明治維新は一定の成果が見ら
れたとはいえ、長い間「天朝上国」と自慢し、日本を「蕞爾小国」と見なした中国人が注目するこ
とはなかった。外交官として日本に渡った黄遵憲が中華文化の優越感をもったのは当然である。彼
は明治維新後の日本社会の発展を肯定し、『日本国志』を著し、当時の清国でも日本と同じような
維新変革を行うべきだと主張しながらも、日本の学問ひいては西洋の学問の源は中国の経典からき
たと主張した。黄がこのような認識を持っても不思議ではない。
　問題とすべきなのは、『日本国志』が中国で流布したのが日清戦争直後である。黄が描いたのは
1880年代初頭までの近代化途上にある日本であり、それ以後、日本で打ち出された「軍人勅諭」（1882
年）、「教育勅語」（1890年）など近代国民国家を推進する一連の政策は含まれていなかった。この
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ため、日本に対する認識は不完全だと考えられる。また、康有為ら維新派が黄遵憲の幕末志士観か
ら影響を受け、少数の「任侠」の役割をあまりに過大視する認識は、維新変法期だけではなく、そ
の後の勤王蜂起期における中国人の日本認識に多大な影響を与えた。ある意味で黄遵憲の幕末志士
観は維新派の日本認識に歪みを生じさせたと考えられる。
